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弘道館全図にみる医学館の位置
こうどうかんぜんず いがくかん い ち
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701

(1507-1594)

1465-1537

曲直瀬道三
〔『中外医事新報 (840)』（国立国会図書館デジタルコレクション）〕

水戸藩の医学関連年表
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桃源遺事

14 (1701)

とうげん いじ 水戸城

御評定所
「水府家御屋敷割図」（茨城大学図書館所蔵）部分

73

水戸藩 2代藩主 徳川光圀 (1628－1700)
は んし ゅ とく が わ み つ くに

茨城県立歴史館所蔵

徳川光圀陶像（久昌寺所蔵）
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藩に仕える医者一般開業医

※人数は寛文９年（1669）規式帳による

光圀時代の医者の体制光圀時代の医者の体制光圀時代の医者の体制
みつくにじだい いしゃ たいせい

光圀と鍼灸光圀と鍼灸
みつくに しんきゅう

130 397

救民妙薬の内容
きゅうみんみょうやく ないよう

397

10.8 16.4

救民妙薬  元禄 6年 (1693) 刊
きゅうみんみょうやく
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124

原南陽の門人
はらなんよう もんじん
原南陽の門人
はらなんよう もんじん

     

 

 

  
1772 1780 

  
1781 1788 

  
1789 1800 

  
1801 1803 

  
1804 1817 

  
1818 1829 

 

 

  
 
 

 

  
 

  
 

  
 

 
 

  
 

 
 

   
 
 
 

 

 
 

   
 

 
 

   

 
  
 

 

   
 

   
 

   
 

   
 

   

 
 

   
 

   
 

 
 

   
 

 
 

   

 
 
 

 

   
 

   
 

   
 

   
 

   

 
   
    
 

   
 

 
 

 
 

   
 

   
 

 
 
 

 

   
 

 
 

   
 

 
 

 

        
 

(1774)

(1772 1818)

220

藩医 原南陽（1753̶1820）
はんい はらなんよう

原南陽〔藤浪剛一 編『医家先哲肖像集』（国立国会図書館デジタルコレクション）より〕
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杉田玄白肖像（早稲田大学図書館所蔵）

(1771) (1733 1817)

(1774)

すぎたげんぱく かいたいしんしょ
杉田玄白と解体新書杉田玄白と解体新書杉田玄白と解体新書

山脇東洋肖像（国立科学博物館所蔵） 

(1706 1762) (1754)

やまわきとうよう ぞうし
山脇東洋と『蔵志』

国立公文書館所蔵（寛政 8 年再刻本）

瘈狗傷考　天保７年 (1836) 刊行
けいくしょうこう

(1783)

戦陣奇方砦草（砦艸）文化８年(1811)刊行
せんじんきほうとりでくさ とりでくさ

(1804)

15 11

7 3 (1803)

叢桂亭医事小言　文政３年(1820)刊行
そうけいていいじしょうげん

原南陽の著作
はらなんよう ちょさく

『解體新書』( 国文学研究資料館所蔵 )
出典 : 国書データベース，https://doi.org/10.20730/200026112

『蔵志』(研医会図書館所蔵 )
出典 : 国書データベース，https://doi.org/10.20730/100311002
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斉昭を頼る庄内農民
なりあき たよ しょうないのうみん

11 (1840)

56

水戸藩９代藩主 徳川斉昭
(1800－1860)

は んしゅ と く が わ な り あ き

し ゅとう

「医弊説」（京都大学附属図書館所蔵）をもとに合成「医弊説」（京都大学附属図書館所蔵）をもとに合成

医弊説
いへいせつ

6 (1835)

青山延于（左）・藤田東湖（右）肖像
『水藩人物肖像』（国立国会図書館デジタルコレクション） 

青山延于宛斉昭書簡
あおやまのぶゆきあてなりあきしょかん
青山延于宛斉昭書簡
あおやまのぶゆきあてなりあきしょかん

徳川斉昭『源烈公真筆』（国立国会図書館デジタルコレクション）

-13- -14-



食菜録（石島績著『水戸烈公の医政と厚生運動 下巻』）
300

しょくさいろく

清水正健『増補・水戸の文籍』

斉昭の著作
なりあき ちょさく

100

斉昭の種痘にかける情熱斉昭の種痘にかける情熱斉昭の種痘にかける情熱
なりあき しゅとう じょうねつ

金子孫次郎宛斉昭書簡
（『水戸藩史料　別記下』)

かねこまごじろうあてなりあきしょかん

(1857)

1000

徳川斉昭著「景山救痘録」の一部
とくがわなりあきちょ けいざんきゅうとうろく いちぶ
徳川斉昭著「景山救痘録」の一部
とくがわなりあきちょ けいざんきゅうとうろく いちぶ

わが子への種痘
（「天保日記」天保14 年３月25日の条より）

こ しゅとう
わが子への種痘
（「天保日記」天保14 年３月25日の条より）

こ しゅとう

11 14

石島績氏の「食菜録」についての記述石島績氏の「食菜録」についての記述石島績氏の「食菜録」についての記述
いしじまいさおし しょくさいろく きじゅつ

(1884 1946)

石島績氏と『水戸烈公の医政と厚生運動』石島績氏と『水戸烈公の医政と厚生運動』石島績氏と『水戸烈公の医政と厚生運動』
いしじまいさおし み とれっこう いせい こうせいうんどう

石島績著『水戸烈公の医政と厚生運動 下巻』（1943 年刊 日本衛生会）

web

web

水戸食菜録研究会とwebサイト

食菜録 webサイト

「食菜録」の料理の再現
しょくさいろく りょうり さいげん

webweb
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瀬谷義彦『水戸藩郷校の史的研究』（7－8頁）の表をもとに作成 

(1804)

(1807)

6 (1835)

8 (1837)

10 (1839)

3 (1850)

3 (1856)

3 (1856)

4 (1857)

4 (1857)

5 (1858)

3 (1856)

4 (1857)

水戸藩の郷校一覧
み と は ん ごうこういちらん

瀬谷義彦『水戸藩郷校の史的研究』（14 頁）の図をもとに作成

文化から嘉永年間に開設された郷校の位置
ぶんか かえいねんかん かいせつ ごうこう い ち

●

●

●

●

●

●

●

●

(1804)

(1835) 10

(1850)
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1833

水戸小川稽医館碑

11 (1840)

(1844)

暇修館（復元）外観写真『傷寒論』（京都大学附属図書館所蔵）

10

二十三夜尊（旧延方学校聖堂）

6700 (1857)

「文武館址」石碑

安政年間以降の郷校
あんせいねんかんいこう ごうこう

益習館扁額（常陸太田市立太田小学校寄託）

(1844)
(1850)

「時雍館の跡」石碑

「水府家御屋敷割図」（茨城大学図書館所蔵）部分

千波湖

水戸城

11

10
(1839)

11
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賛天堂記拓本
さんてんどうきたくほん

賛天堂記の意匠に関する書簡賛天堂記の意匠に関する書簡賛天堂記の意匠に関する書簡
さんてんどうき いしょう かん しょかん

14 (1843) 28

40
16

 

 

＜参考＞
偕楽園
好文亭内の
対古軒額

3 2000

医学館部分

弘道館全図
こうどうかんぜんず
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薬製所（製紫雪局）

病人溜（療病所）
びょうにんたまり りょうびょうしょ

本草（本草局）
ほんぞう ほんぞうきょく

薬園
やくえん

蘭学（蘭学局）

8

らんがく らんがくきょく

守舎
もりしゃ

唐臼場
か らう す ば

講席（賛天堂）
こうせ き さんてん どう

講席（講習寮）
こうせ き こうしゅうりょう

やくせ いじょ せいしせつきょく

牛部屋
う し べ や

御蔵（倉庫）
おんくら そ う こ

居学寮
きょがくりょう

薬製場（製薬局）
やくせ い ば せいやくきょく

医学館内部医学館内部医学館内部医学館内部
いがくかんないぶ

津田信存「水戸弘道館雑志」（写）
つだのぶかず みとこうどうかんざっし

(1870)
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「太田村御用留」常陸太田市教育委員会所蔵

茨城県立歴史館所蔵

医学館書目
いがくかんしょもく

2200

医学館大会招集状（写）
いがくかんたいかいしょうしゅうじょう うつし

90

-

-

-

医学館の職役
いがくかん しょくやく

-25- -26-



30

紫雪引札（石島弘『水戸藩医学史』所収）
しせつひきふだ

御製薬功能書（石島弘『水戸藩医学史』所収）
おんせいやくこうのうしょ

〈参考〉紫雪の製造
しせつ せいぞう

〈参考〉紫雪の製造
しせつ せいぞう

13

『重刻太平恵民和剤局方』（国立公文書館所蔵）

｢水戸大高氏記録 ｣71（茨城大学附属図書館所蔵）をもとに合成
-27- -28-



医学館本草局長 佐藤中陵 (1762－1848)

48

『水藩人物肖像』より「佐藤平三郎　七十七歳」
（国立国会図書館デジタルコレクション）

いがくかんほんぞうきょくちょう

(1830)
7

(1868)

山海庶品水戸市立中央図書館所蔵
せんがいしょぼん

さとうちゅうりょう

本草学とは
ほんぞうがく

李時珍／李建中『本草綱目』（国立公文書館所蔵）

-29- -30-



疫病との闘い

1653
(1795)

1796
(1849)

13 (1842)

(1850)

1850 3400

ジェンナー
(Dr. Jenner - The National Library of Medicine)

緒方春朔〔『医家先哲肖像集』
（国立国会図書館デジタルコレクション）〕

種痘必順辯（辨）
（京都大学附属図書館所蔵）

種痘の実施日程種痘の実施日程種痘の実施日程
しゅとう じっしにってい

1847

15
20
25

10 )
)

水戸藩での牛痘種痘のはじまり水戸藩での牛痘種痘のはじまり水戸藩での牛痘種痘のはじまり
み と は ん ぎゅうとうしゅとう

3 (1850)1

牛痘種続面附控（嘉永 7年「太田村御用留」）
ぎゅうとうたねつぎつらづけひかえ
牛痘種続面附控（嘉永 7年「太田村御用留」）
ぎゅうとうたねつぎつらづけひかえ

(1854) 10 60
22    

「太田村御用留」「太田村御用留」常陸太田市教育委員会所蔵

本間玄調が見聞した痘瘡流行の惨状（『種痘活人十全弁』）本間玄調が見聞した痘瘡流行の惨状（『種痘活人十全弁』）本間玄調が見聞した痘瘡流行の惨状（『種痘活人十全弁』）
ほんまげんちょう けんぶん とうそうりゅうこう さんじょう

(1847)12

国立国会図書館デジタルコレクション

-31- -32-



コレラ「薬方」の触
やくほう ふれ

(1858)

痧

(1858)
(1860)

痧

(1862)
16 18

鹿島神社臨時御祭の記録
（「鹿島神社孔子廟行事書類」）

かしまじんじゃりんじおんまつり きろく

(1862)

8 16
8 16 18

3

「太田村御用留」常陸太田市教育委員会所蔵

痧

蔲

芷

�

南梁年録の記録
なんりょうねんろく きろく

蕃痧病の手当并治方
痧 (1859)

ばんさびょう てあてならびになおしかた

痧

国立国会図書館デジタルコレクション

-33- -34-



幷

瘍科秘録
よう か ひ ろ く

(1847) 10

20 『瘍科秘録』(神戸大学附属図書館所蔵 )
出典 : 国書データベース，

https://doi.org/10.20730/100260988

(1804) 17

14 (1843)

(1859)

3000

棗軒先生像〔『内科秘録』より
（京都大学附属図書館所蔵）〕

華岡先生像〔『青洲華岡先生遺教』より
（京都大学附属図書館所蔵）〕

『シイボルト肖像』部分
（国立国会図書館デジタルコレクション）

本間昭雄氏所蔵

玄調が「救」の名を賜った際の斉昭書状
げんちょう すくう な たまわ さい なりあきしょじょう

(1854)

『続瘍科秘録』（京都大学附属図書館所蔵）

ほんまげんちょう ちょさく
本間玄調の著作

内科秘録
な い か ひ ろ く

14 『内科秘録』(神戸大学附属図書館所蔵 )
出典 : 国書データベース，

https://doi.org/10.20730/100261048
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水戸藩の薬草
(1624 1644)

(1818)
(1769)

15

24

10

 

(1693)

『桃源遺事』(茨城大学図書館所蔵)をもとに合成
出典: 国書データベース，https://doi.org/10.20730/100305918 清水正健『増補・水戸の文籍』 
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芩

芩

芩
一
匁

水戸市植物公園刊行『「救民妙薬」の薬草』などより作成
※本書で紹介している薬草の使い方については、当時の
史料に記載された情報に基づいており、現代での利用
を紹介したものではありません。

『救民妙薬』にみる薬草『救民妙薬』にみる薬草『救民妙薬』にみる薬草
きゅうみんみょうやく やくそう

-39- -40-
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12 1841 16 (1857)

(1868)10

14
(1843) 29

(1870)

｢水戸大高氏記録 ｣71 茨城大学附属図書館所蔵

明治期の医学館医者および職員
いがくかんいしゃめ い じ き しょくいん

明治期の医学館医者および職員
いがくかんいしゃめ い じ き しょくいん

「水府家御屋敷割図」（茨城大学図書館所蔵）部分

医学館医者および職員一覧（「水戸大高氏記録」71より作成）

鈴木暎一『水戸藩学問・教育史の研究』（422頁）の表をもとに作成

《主な参考文献》本企画展には、主に次の文献等を参考にさせていただきました。　『水戸市史　中卷
（一）～（五）』（水戸市　1968～ 90年刊）　『水戸藩史料　別記（下）』（吉川弘文館　1970年刊）　大津
勢津子『水戸藩の医学』（筑波書林　1990年刊）　石島績『水戸烈公の医政と厚生運動　下巻』（日本衛
生会　1943年刊）　石島弘『水戸藩医学史』（ぺりかん社　1996年刊）　瀬谷義彦『水戸藩郷校の史的研
究』（山川出版社　1976年刊）　瀬谷義彦『水戸の斉昭』（茨城新聞社　1979年刊）　鈴木暎一『水戸藩
学問・教育史の研究』（吉川弘文館　1987年刊）　鈴木暎一『水戸弘道館小史』（文真堂　2003年刊）　
永井博『徳川斉昭』（山川出版社　2019年刊）　大石学（編著）『徳川斉昭と水戸弘道館』（戎光祥出版　
2022年刊）　本間昭雄『水藩　本間家の人びと』（2011年刊）　井坂教『小川稽医館』（筑波書林　1980
年刊）　『新修　日立市史　上巻』（日立市　1994年刊）　『常陸太田市史　通史編　上巻』（常陸太田市
　1984年刊）　『小川町史　下巻』（小川町　1988年刊）　『潮来町史』（潮来町　1996年刊）　『那珂湊
市史料　第10集』（那珂湊市　1987年刊）　『御前山村郷土誌』（御前山村　1990年刊）　
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本冊子は令和５年１１月１１日から令和６年６月３０日まで弘道館展示室にて行われた
「医学館開設１８０年記念 水戸藩の医学と弘道館医学館」の展示内容を記録するため
のものであり、出版・複製などの利用はお控えください。

「弘道館印」弘道館蔵書印を図案化しました。


